
１ オリーブにクワシロカイガラムシが

発生して枝や果実を加害します

２ 雌成虫が殻の下で産卵し、孵化した

幼虫は半日ほど歩行後に殻で覆われ始

め、農薬がかかり難くなりますので、

幼虫がたくさん歩行しているわずかな

期間が農薬散布の適期ですが、幼虫の

大きさは0.2～0.3mmの楕円形で発

見は困難です

３ 白いシーリング剤（左下の写真）を

カイガラムシが発生している枝に塗布

すると、歩行してきた幼虫がオレンジ

や茶色の点々となって付着して捕獲で

きますので、数えることもできます

４ 乾きの遅いアクリル系シーリング剤

でしたら、３日程度の間隔で幼虫の捕

獲数のカウントと塗布を繰り返せば、

１日当たり捕獲数が最多になる日（孵

化最盛日）がわかりますので、その日

から５日後までが農薬散布の適期です

この１つ１つ
の白い殻（か
ら）の下に雌
成虫がいます

供試した
アクリル系シーリング剤

小豆オリーブ研究所の１階でオリーブの歴史、栽培、病害虫などを展示してます
開館は平日９：００～１７：００ （電話０８７９－７５－００３３）

オレンジの点々を
数えましょう


